
吸収量のシミュレーションでは、最大飽和量は疎なモデルの方が高く、液
体をより保持しやすいので、吸収量としては多いという結果になりました。
これも、実験結果と整合性があることがわかりました。この吸収量のシ
ミュレーションについても、どのように液が入って行くのかを画像として取
得できるため、視覚的に伝わりやすいと考えています（図３）。

さらに、逆戻り量については、密なモデルの方が毛管圧が高く、液を引き込
む力が強いということがわかりました。この液を引き込む力が強いという
ことは、逆戻り量としては多くなることを示しています。こちらも実験結果
と整合性がありましたので、テーマ①に関しては、FlowDictとSatuDictと
もに有用性があることを確認できました。 

みたかったのは、不織布からCTスキャンやSEM画像を使って不織布構造
をモデル化し、物性評価として吸収性能や曲げ剛性などを評価したいと
いったところが背景になります。現在は、研究開発と技術開発、生産工場
もひっくるめてみんなで不織布シミュレーションによる技術改革スキル
アップに挑戦しています。

それでは具体的な解析内容をご紹介ください。

GeoDictをトライアル利用した際の内容で、おりものシートの不織布のミ
クロ特性評価をご紹介します。おりものシートは表面紙、吸収体、バック
シートの三層構造になっており、表面紙と吸収体に対して二つのテーマを
与えて、製品に有用かどうかを検討しました。表面紙のテーマ①は、不織布
の表面紙に繊維の成分比率の異なるものを用意して吸収性能を評価する
というものです。吸収体のテーマ②は、繊維の構造が異なる吸収体を用い
て曲げ剛性の評価を行なうというものです。

まずテーマ①の表面紙では、二層構造になっている合成繊維の下層の成
分比率を変えて異なる表面紙を用意しました。一方は合成繊維の目付（疎
密）が疎なもの、もう一方が密なものです。それらに対してGeoDictのモ
ジュールFlowDictによる流体解析で流速を計算しました。図２は、
FlowDictのシミュレーション結果と実験結果を比較したもので、赤が疎
なモデル、青が密なモデルを示しています。これらの結果から疎なモデル
の方が吸収速度は速くなりシミュレーションと実験結果で整合性が取れ
ていることがわかりました。また、この取り組みであらためて良かったと気
づいたのは、ミクロ視点で液体が流れる様子を動画で可視化でき、構造
のどの部分でどういう速度で液体が流れているかが一目瞭然でわかると
いう点です。また、新製品の商談会などで解析結果の動画を見せて、こう
いう構造だから吸収性能が高いということを理解してもらえることが発見
でした。実際に来期の新製品に関しては、このFlowDictを活用できないか
を検討しています。
次に、SatuDictの浸透性解析により、液体をモデル内に含浸させていった
ときの毛管圧や流体の飽和度をシミュレーションし、吸収量と逆戻り量を
評価しました。この逆戻り量が多いと使用者の肌に液が触れやすく不快に
なりますから、これを防ぐ設計が必要です。
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●  実験にかかる人手と工数、コストを削減したい。
●  マクロな評価だけでなく、ミクロな構造の特性評価を行いたい。
●  不織布の構造理解のために、新たな評価技術を構築したい。

●  研究開発向け材料開発シミュレーションGeoDict

ご所属部門やご業務について紹介ください。

わたしたちの会社は、OTC医薬品、スキンケア、
オーラルケア、健康食品からなるヘルスケア商
品と、芳香消臭剤、洗浄家庭用品、カイロ・冷却
用品、ウェルネスケア・衛生用品からなる日用
雑貨商品を扱っており、わたしたちが所属して
いる部門ではウェルネスケア・衛生用品として、
サラサーティやのどぬ～るぬれマスク、ナイトミ
ン鼻呼吸テープ、メガネクリーナーなどの不織
布用品の研究開発、技術開発を行っています。
これまでの不織布の評価技術はマクロな視点

がほとんどで、例えば不織布の組成、目付、厚み、積層構造、剛軟性、圧縮
特性などの特性値から、吸液性能や着用感と
いった製品の顧客品質を重視した設計を行っ
てきました。一方で、不織布素材の技術は日々
向上しておりまして、中空構造を持つ繊維、ナノ
単位の極小径繊維、複合繊維等のミクロ単位
で制御された新たな不織布などが開発されて
おり、そのミクロな構造を理解するためには新
しい評価技術も積極的に取り入れていかない
といけません。そこで、不織布のミクロ特性と衛
生用品の顧客品質との関係を探るために、昨年
から GeoDictをトライアル利用し、半年ほど前
に導入して現在ミクロなシミュレーションを開
発に活用しています。

GeoDictの導入にいたった経緯を詳しく教えてください。

不織布を用いた開発スキームにはまだまだ課題が多く、素材探索におい
ても、その各々の開発によって知識の偏りがあるので、製品開発の初期段
階で工数がかかるということがあります。わたしたちは不織布自体を作っ
ているわけではなく、メーカーさんが開発した素材を使わせていただく立
場ではあるものの、わたしたち自身でも何かできることはないかという声
がありました。また、研究室での評価はかなり人手と工数がかかり、結果の
考察も試験系で出てきた結果のマクロ評価のみで表面的な理解しかでき
ず、ミクロ視点での理解ということができていませんでした。また、そこか
ら絞りこんだサンプルに対して実機で試作評価を行うのですが、それもか
なり多くなり、また人手と工数、さらにコストもかかってくるという課題が
ありました。そして、そこまでやっても最終的にできたものが良くなけれ
ば、また素材探索まで戻ってしまうといった手戻りもかなり多い状態でし
た。そこで、この点をシミュレーションによって解決できないか、私たちの
技術力アップに繋げられないかということで、それを実現できるツールを
探していたところGeoDictに出合いまして導入にいたりました。まず取り組

続いてテーマ②の異なる繊維構造を持つ吸収体の曲げ剛性の評価です
が、ここでは、不織布モデルを2種類作成しました（図4）。この吸収体の不
織布は、2種類の単繊維モデルを絡み合わせた構造で、中が空洞の中空モ
デルと中身の詰まった中実モデルの2ケースについてElastoDictを用いて
曲げ剛性を評価しました。シミュレーション結果から、赤の中空吸収体の
方が約2倍ほど剛性が高いという結果が出ており、実験結果からも同様に
約２倍の差が確認できましたので、こちらも整合性は高いと思っています

（図5）。
以 上の取り組 みから
GeoDictを使ったシミュ
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理解することができるよ
うになりました。

今後の活用についてお
聞かせください。

現在は、CTから取得した
おりものシート全体の構
造のモデル生成と機能
評価や、特徴的な表面
紙を用いた新製品の構
造 及び 吸 収性 能のシ
ミュレーションや可視化
について検討していると
ころです。今後は、布製
品にも適用させていき
た い と 考 え て お り 、
WeaveGeoの利用など

も検討しています。また、製品PR目的に商談会等でシミュレーション動画
を使っていきたいと思っています。

GeoDictの活用を始めたばかりということで、SCSKとしても運用や社内
展開なども含め一層の技術サポートをさせていただきたいと思います。こ
の度はご協力下さり誠にありがとうございました。
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